
不安を抱える女性に寄り添う，女性活躍社会に
向けたレジリエンス強化事業 【旭川市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 14,999 千円

交付金額 11,249 千円

事業番号 １

・コロナ禍において影響を受けやすい就労状況

女性就業者の多くが感染リスクの高い医療・福祉や卸売り・小
売業と，失業や休業などで経済的な被害が大きい宿泊業・飲食サ
ービス業のいずれかに従事している。
・地域社会から孤立しやすい女性の増加

進学・就職を機に転入する若年女性が多く，町内会未加入，オ
ンライン化，失業等により，身近な繋がりを持ちにくい。

・出張相談会の開催による，地域に出向いた相談の実施
・他の民間団体や関係機関等のほか，社会福祉協議会の既存事
業や民生委員・児童委員との連携による対象者の把握が可能。
・社会福祉協議会の知見を活かした支援の実施。

事業目標及び事業KPIともに目標値を大きく下回ったが，新規・継
続合わせて１８９人の相談者に対し延べ相談件数は３７７件であり，
徐々に相談窓口として認知されつつある。
障がいや経済的困窮，子どもの不登校など複数の困難な課題を
抱え，中長期的な支援を必要とする相談者に対しても，社会福祉
協議会の知見を活かし，寄り添った相談対応をすることができた。

・事業目標
本事業を通じて新たに支援機関に繋がった人数
目標値50人/実績値22人

・事業KPI
本事業を通じた新規アウトリーチ人数
目標値100人/実績値21人

ウイメンズネット旭川，No Limit旭川
旭川NPOサポートセンター
旭川市自立サポートセンター
ワーカーズコープ旭川
民生委員・児童委員
旭川おとな食堂(子どもの居場所づくり事業のネットワーク)
小学校・中学校・高等学校・大学
ハローワーク旭川 他

前年度から繋がっていた相談者に対し，継続的に寄り添った支援
が行えたことは良かったが，一方，事業周知を行っているものの，
新規の相談者数やアウトリーチ数が想定よりも増えず，支援を必
要としている人と繋がれるようなアプローチ方法の検討が必要で
ある。



●アウトリーチによる不安を抱える女性からの相談業務
・関係機関等からの情報提供や声かけ等により対象者
を把握し相談を受ける。
・地域を巡回して行う出張相談会を開催し，地域での
相談対応を行う。

出張相談会場
の様子

旭川市と近郊１６市町に配布されて
いるフリーペーパーで事業と出張相
談会を周知。(発行部数１７．５万部)

●関係機関への同行支援及び支援体制の構築
・対象者の相談を適切に聞き取り，必要な支援が受けられる

専門機関等へ引き継ぐ。
・必要に応じて各窓口へ同行する。
・複数の関係機関が協力して対応する必要がある場合には，各機関の連携

が図られるように連絡調整する。

●対象者に必要な生理用品の提供
・対象者の把握及び相談に繋げる入り口として，

必要な生理用品の提供を行う。
※昼用・夜用各１パックを１セットとして配布

●本事業及び各種相談窓口の周知活動
・ライナー（旭川市及び近郊自治体に全戸配布されているフリーペーパー）

への広告掲載
・フェイスブック，ツイッターを活用した周知の実施
・生理用品と一緒に市の相談窓口を記載したチラシを配布

ハローワークや自立
サポートセンターに
繋いで自立支援

フードバンクの紹介
や障害年金の申請

手続きを支援

困難ケースに関して，
ケース会議の開催

昼用・夜用各１パック
相談窓口などのチラシと

一緒に配布

生理用品受取用カード

相談会場以外では，
児童センター

図書館

自立サポートセンター
等で生理用品を配布。

ライナー広告

事業の概要


